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(1)「食文化」とは



「食文化」とは（１）
■ウィキペディアにおける「食文化」の概念

食文化（しょくぶんか）は、食にまつわる文化を総称する概念であり、そこには食材、調理法と
いった食品に関わるものから、食器、マナー、外食産業などに至るまで多くの物事のあり方が
含まれる。

民族や国家、宗教、風俗によってそれぞれ固有の多様な食文化が存在する一方で、麺類の
ように交易などを通じて文化圏を越えて食文化が伝播する場合もある。ヨーロッパの近世史で
は、地理上の発見や植民地戦争が、食材や香辛料などの面でその食文化に大きな影響を与
えた。また日本においても、明治維新に伴う文明開化や、太平洋戦争中の食糧不足、連合国
軍最高司令官総司令部の占領下の日本での食糧援助、高度経済成長などにより食文化が
急速に変化している。

現代社会のグローバリズムの中で、それぞれの食文化は均一化の方向へ向かっている。欧
米企業を主体にしたファストフード店が、世界各国の地方都市にまで展開していたり、インスタ
ント食品やスナック菓子などが流通している。しかし、他方で郷土料理の見直し、地産地消、
スローフード運動が起きている。

宗教教義や生活環境の違いなどによる食のタブーや、食の頻度、摂取する時間、マナー、ハ
レやケの食品なども食文化の要素のひとつである。これらも天候の変化、征服支配、経済成
長などの要因によって時代とともに変化する。
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「食文化」とは（２）
■食文化研究推進懇談会（2005.7）報告① ～懇談会報告書より～

１．日本の食文化とは何か
（１）はじめに

日本の食文化の大切さについては誰しも異論がないが、で
はその内容はなにかと尋ねられると、答えは曖昧きわまりな
い。正しい日本食文化の海外展開が急がれ、次世代へよき
食文化の伝統を伝えるべきときに、その内容が明確でないこ
とは重大な欠陥といわなくてはならない。そこで、まず共通理
解としての日本食文化の概念を構築する必要がある。

（２）日本食文化の範囲

食文化の範囲は広い。生産、食材、調理はもちろん、嗜好と
栄養、食事行動、食べる道具と場など、食に関するすべての
文化を含む人類共通の概念である。そのなかで日本の食文
化といったとき、日本の歴史と環境からうみだされた特徴があ
らわれる。

例えば、片刃の包丁という日本独特の道具に代表されるよ
うな日本料理の技術、目で食べさせるといわれる盛りつけと
和食器の繊細な美、しつらいともてなしの心、うまみという味
わいに代表される日本人の淡薄ななかに深味を求める嗜
好、手を加えない素材の味わいとそれをひきたてる熟成され
た発酵調味料、豊かな海と地味から生み出される独自の食
材など、そこには他の食文化とはっきりと一線を画した日本の
食文化の領域がある。

食文化研究推進懇談会 委員名簿
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会 長 茂木 友三郎 キッコーマン株式会社 代表取締役会長

副会長 熊倉 功夫 国立民俗学博物館名誉教授

岩田 三代 日本経済新聞社 編集委員

香川 芳子 女子栄養大学学長

小山 裕久 日本料理店「青柳」主人／学校法人平成調理

師専門学校校長

髙橋 英一 日本料理アカデミー会長／「瓢亭」主人

辻 芳樹 学校法人辻料理学館辻調理師専門学校理事

長・校長

服部 幸應 学校法人服部学園服部栄養専門学校理事

長・校長

浜野 保樹 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授

原田 信男 国士舘大学21世紀アジア学部教授

三國 清三 オテル・ドゥ・ミクニ オーナーシェフ

山口 範雄 味の素株式会社 代表取締役社長

山本 道子 村上開新堂 オーナー

湯木 俊治 東京吉兆 西洋銀座店 代表

（五十音順、敬称略）



「食文化」とは（３）

※ 平成22年度日本食文化を通じた地域活性化に向けた調査委託事業報告書より抜粋 3



「食文化」とは（４）

■ユネスコ無形文化遺産保護条約（抄）

第２条 定義
この条約の適用上、

１ 「無形文化遺産」とは、慣習、描写、表現、知識及び技術並びにそれらに関連する器
具、物品、加工品及び文化的空間であって、社会、集団及び場合によっては個人が自己
の文化遺産の一部として認めるものをいう。この無形文化遺産は、世代から世代へと伝
承され、社会及び集団が自己の環境、自然との相互作用及び歴史に対応して絶えず再
現し、かつ、当該社会及び集団に同一性及び継続性の認識を与えることにより、文化の
多様性及び人類の創造性に対する尊重を助長するものである。この条約の適用上、無
形文化遺産については、既存の人権に関する国際文書並びに社会、集団及び個人間の
相互尊重並びに持続可能な開発の要請と両立するものにのみ考慮を払う。

２ １に定義する「無形文化遺産」は、特に、次の分野において明示される。
（a） 口承による伝統及び表現（無形文化遺産の伝達手段としての言語を含む。）
（b） 芸能
（c） 社会的慣習、儀礼及び祭礼行事
（d） 自然及び万物に関する知識及び慣習
（e） 伝統手工芸技術
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図 ユネスコ無形文化遺産申請における
（出典：「日本食文化無形文化遺産記載提案書の概要」より抜粋） 5



(2)地域の郷土料理の多様性



図 郷土料理百選のトップページ

 農林水産省では、平成19年度、全国各地の農山漁村で脈々と受け継がれ、かつ「食べてみたい！食べさせた
い！ふるさとの味」として、国民的に支持されうる郷土料理を「郷土料理百選」として選定。

 選定にあたっては、人気投票の形で国民の意見を反映。

図 郷土料理百選より料理の紹介例（宮城県）

①郷土料理百選（１）

6



①郷土料理百選（２） 一覧
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 「食材・素材」、「調味料」、「調理法」、「道具」、「様式・演出・作法」といった日本食文化を構成するカテゴリーの
原点にあるのは、地域固有の自然や歴史等といった「風土」である。

 風土に基づく日本食文化として、以下のような事例がある。

※平成22年度 日本食文化を通じた地域活性化に向けた調査委託事業報告書より抜粋

②郷土料理とその物語（例）
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(3)食文化を活用した
地域活性化の事例



①食文化を活用して観光客を誘致している事例

◆滋賀県東近江市（東近江ハンドシェーク協議会）

○年間推定２００万人以上
もの方が訪れる一方で、通
過型観光地となっており、
来市人数に見合った経済
波及効果が得られていな
い。

○地元生産者の高齢化に
よる、後継者不足の問題と
相まって耕作放棄地や空き
家が増加している。

活動のきっかけ・経過 活動の概要 活動の効果

農家民宿実地研修

（学ぶ（体験）プロジェクト）
地域の本物に触れる体験活動のプロ

グラム開発とコーディネートする人材育
成

（食べる（地元食）プロジェクト）
「家庭料理大集合」イベントにより郷

土食・伝統料理の発掘し、レシピ集作
成。
フードコーディネーターを招いた農家

レストラン開業に向けた研修実施と模
擬開店の実施

（安らぐ（宿泊）プロジェクト）

農家民宿開業支援及び空き家調査
による宿泊施設の確保

○ 地域の持つ有形無形の資源を各団体及び地域住民が連携して具体化することにより魅力ある活動

を充実するとともに、地元食材にこだわった料理や郷土料理などを提供する「農家レストラン」の開業や農

家民宿の開業を調査・推進し、通過型から滞在型、滞在型から定住型へと魅力ある地域への脱却を図る。

滋賀県

人 口 １１７千人
農業就業人口 １１６百人
農家数 ４６百戸

体験者数：中学生の教育旅行受け

入れなどで体験者数が増加するとと

もに、体験メニューが増えた。

家庭料理レシピ：家庭料理大集合を

５回開催し、２０５品のメニュー（ふな

ずし、さばのぬた等）が出品され、レ

シピ集として作成した。

農家レストラン：レシピ化されたメ

ニュー等を活用しながら模擬レスト

ランで経験を重ねた結果、２４年度

中に開業予定となる。

農家民泊者数：Ｈ２３年度に教育旅

行で２５０名が民泊した。

農家民宿開業：４軒が開業し、１軒

が申請中となる。

○その他

・女性の参画

食や宿泊プロジェクタの主力は女

性が担っている。

・企業等との協働

近江鉄道が企画する「ワイン電

車」の食事を協議会が担当。一日限りの農家レ
ストラン開業

地域の概要

写真 写真

活動主体

地域資源

・地元環境系NPO
・地元まちづくり協議会
・行政

・道の駅
・自然環境と名所旧跡
・市民の取り組み

【事務局】
ＮＰＯ法人愛のまちエコ倶楽
部

地元
環境系
ＮＰＯ

地元
まちづくり
協議会

地元行政

情報受発信体験活動実施 全体サポート

実施体制図

平成23年度食と地域の交流促進対策交付金取組事例
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②食文化を活用して商品開発をしている事例
◆広島県安芸高田市（（農）えーのー）
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③食文化を活用して町づくりをしている事例
◆福井県小浜市

○ 奈良・平安時代より、豊富な海産物を朝廷の食料として献上してきた国（御食国）としての歴史をも
つ小浜市では、全国に先駆けて「食のまちづくり条例」を制定。

○ 現在は、幼児からお年寄りの方まで、生涯に渡って食や食生活の大切さを学べる生涯食育に注力。

１．取組の背景 ２．体制の整備 ３．具体的実践 ４．食文化の発信

◆トップの気付き
・2000年８月、当時の市

長がまちづくりには「必
ず、そこに在るもの、地
域特有の歴史、文化、
風土を大事にし、そこか
ら出発している」というこ
とに気付き、小浜市が大
切にすべきなのは「食」
であることに気付いたの
が発端。

・「食」に関係する分野は
幅広く、健康、教育、観
光、歴史・文化など、あ
らゆる分野のまちづくり
につながっている。

◆食のまちづくり条例
・2001年9月、全国で初

めて「食」に関する条例
を制定。条例の策定に
当たっては、基本構想の
段階から市民参画で推
進。

◆御食国若狭おばま
「食育文化都市」宣言

・上記条例の施行ととも
に、「食のまちづくり課」
を新設、2004年12月に

は「食育文化都市を宣
言。

◆キッズ・キッチン

・未就学児を対象とした
料理教室を実施。親子
で食の大切さに気付く機
会。

◆食文化のミュージアム
・2003年9月、情報発信

の拠点となる「御食国若
狭おばま食文化館」が
完成。食に関する歴史・
伝統・文化の展示や、伝
統工芸の制作・実演の
見学が可能。館内には、
地場産食材を使った郷
土料理を提供する市直
営のスローフードレスト
ランも。◆学校給食へ食材提供

・地元の農家が生産者
グループを立ち上げて、
栄養士や給食調理員等
の学校関係者と話し合
いながら、供給体制を整
備。。 11



（参考資料）



出典：日本食文化のユネスコ無形文化遺産登録に向けた検討会 国民意向調査速報結果（株式会社三菱総合研究所）

日本食文化の特徴と保護の取組（アンケート結果）
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＜「日本食を食べること」への評価＞＜次回訪日する際にしたいこと・上位５件＞

出典：訪日前に期待したこと：2010年訪日外客訪問地調査(JNTO)
その他：2011年訪日外国人消費動向調査（観光庁）

外国人観光客が日本に期待すること①
○ 外国人観光客の日本食への期待は高い
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訪日外国人消費動向調査「次回やってみたいこと」：観光庁H23推計値

外国人観光客が日本に期待すること②
○ 外国人観光客の日本食への関心は概して高い。他のアイテムとどう組み合わせるか国別
の戦略が必要。
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＜都道府県別 訪問率推移＞

出典：JNTO訪日外客訪問地調査2010

※訪問率とは、インタビュー回答者のうち何％が当該地域を訪れたと回答したかを示す率であり、
以下の計算式で求められる。
○○への訪問率＝○○を訪れたと回答した数÷全回答者数

※述べ訪問率 計248.4％
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＜特に満足した食事＞

1 寿司 44%

2 ラーメン 24%

3 刺身 20%

4 うどん 11%

5 天ぷら 10%

6 魚介・海鮮料理 9%

7 蕎麦 8%

8 お好み焼き 6%

9 とんかつ・かつ丼 5%

10 しゃぶしゃぶ 5%

出典：JNTO訪日外客訪問地調査2010
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外国人観光客の訪問の実態
○ 実際には訪れる地域も、食べる食事内容も限られている。
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米国（33.8%） メキシコ（30.0%） オーストラリア（24.6%） カナダ（24.2%） 英国（23.0%）

ギリシャ
（*18.1%）

スペイン
（*16.0%）

ポルトガル
（*15.4%）

トルコ
（*15.2%）

ドイツ
（*14.7%）

フランス
（*11.2%）

イタリア
（*10.3%）

日本
（3.9%）

韓国
（3.8%）

出典：OECD Health Data 2011 （注：*は自己申告によるものの集計結果であり、計測値（無印）より低く出る傾向があるといわれている。）

肥満者（ＢＭＩ＞30）の割合の国際比較

○ 日本人の肥満者割合はOECD加盟国中、最低水準

16



3,8003,750 3,710 3,6903,680 3,650 3,5903,580 3,540 3,530 3,5303,500 3,470 3,4503,450 3,450 3,4103,410 3,280 3,2603,260 3,260 3,2203,220 3,110 3,0403,000 2,900 2,8102,800

2,000

3,000

4,000
kcal/day

出典：FAO Statistics Yearbook 2012

出典：OECD Health Data 2011

（歳）

70

75

80

85
男性 79.6歳 ／ 女性 86.4歳

※カナダは2007年、イタリアは2008年、メキシコ、スウェーデン、フランスは2010年、それ以外の各国は2009年のデータ

ＯＥＣＤ諸国の供給熱量と平均寿命の比較
○ 日本は食事でとるカロリーの低さ、平均寿命の長さが際立っている。
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